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新米の陣

10月3日（日曜日）、塩沢の牧之通りで行なわ
れた「新米の陣」の様子です。塩沢小学校の6
年生がご飯に合う地元食材を使ったおかずを考
えて、イベントを盛り上げてくれました。

出荷式に向かう新米

お
も
な
内
容

http://www.city.minamiuonuma.niigata.jp/ 市報ウェブサイト版 南魚沼市　市報

自然・人・産業の和で築く安心のまち
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November

市民の動き
（平成22年9月末現在）

� 人口 61,200人（先月比 ＋ 3）
� 男 29,979人（先月比 ＋ 4）
� 女 31,221人（先月比 − 1）
�世帯数 19,080 （先月比 ＋25）
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☎773−6668　税務課・☎0258−83−2090　小千谷税務署からのお知らせ

紙の資源化 　～会社やお店から出る紙の分別にご協力ください～

ごみ特集

5
廃棄物対策課からのお知らせ　☎782−0339

【問合せ】　廃棄物対策課　☎782－0339

古紙のリサイクルは、事業分も無料回収
　紙は再生しやすく、環境にやさしい素材です。紙パックなど、使い終わった紙容器は古
紙として再利用できます。事業所や店舗から、事業にともなって出たごみは、市が許可し

た一般廃棄物収集運搬処理業者と個別に契約するか、ごみ処理施設まで自己搬入するなど、適正に有料で
処理しなくてはなりません。特に事務系の事業所から排出される古紙は、燃えるごみの中で大きな割合を
占めています。古紙を分別しリサイクル（無料）すれば、その分が無料になりごみ処理の費用を低くする
ことができます。

「紙ごみ」の割合が約6割から5割弱に減少しました（22年度4月～ 8月の調査平均）
～分別のポイント～ 　さらなるごみ削減に向けて

～リサイクルのための取り組み～ 　職場に、分別の保管場所を作りましょう。

〜リサイクルできる古紙は無料で回収〜
★�市の可燃ごみ処理施設（プラットホーム）
でも、資源ごみの収集（無料）を行って
います。直接搬入の方は、受付の指示に
従ってください。

種類ごとに分けてください。
（コピー用紙、封筒、紙袋、チ
ラシなど）

異物が混じると良い再生紙は
できません。（カレンダー・ラッ
プの金具、ティッシュ取り出
し口のビニールなどをはずし
てください）

上の写真のごみはリサイクルできません。（強い
香りの付いた紙容器、チョコの包み紙やカップ
ラーメンのフタなど銀紙がコーティングしてあ
る紙製品などは燃えるごみで出してください）

ごみの内容に応じた分別や保管場所を作
り、職場にあった取り組みをしましょう。

⃝直接・委託排出の場合は、下記の事業所に連絡してください。
　（受付時間などは各事業所にお問い合わせください
� 掲載順：市内＞市外＞50音順 ）
　◦魚沼廃棄物興産㈱　　☎780－2488
　◦ウブカタ資源㈱　　　☎772－7050
　◦岡村リソーズ㈱　　　☎772－2250
　◦㈱雪国環境サービス　☎783－3939
　◦㈱新生　　　　　　　☎025−794－5432
　◦南沢商会　　　　　　☎025−794－4050

10グラムのごみ減量作戦! 　マイバックを使って、レジ袋（大き目のもの1枚）をもらわなかった。
1回分のお茶がらを水分がなくなるまで絞る。それぞれで10グラムの減量です。市民（約6万人）が毎日
10グラムのごみを減量すると1年間で219トン（H21年のごみ搬入量23,633トンの約1パーセント）が減
量できます。H21処理費に換算すると、約640万円の節約です。（H21処理費、約6億9千5百万円）

お知らせ  平成23年7月24日でアナログ放送は終了します。旧型のテレビは適正に処分しましょう。
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☎773−6668　税務課・☎0258−83−2090　小千谷税務署からのお知らせ

　

国
民
健
康
保
険
税
、
介
護
保
険
料
、
長

寿
（
後
期
高
齢
者
）
医
療
保
険
料
は
、
個

人
の
所
得
税
、
住
民
税
を
計
算
す
る
と
き

の
控
除
額
に
加
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

年
末
調
整
を
す
る
方
で
、
社
会
保
険
料
控

除
の
た
め
に
、
平
成
22
年
中
の
納
付
額
が

必
要
な
方
は
、
税
務
課
に
電
話
し
て
く
だ

さ
い
。「
年
末
調
整
用　
社
会
保
険
料
控

除
資
料
」
を
自
宅
に
郵
送
し
ま
す
（
電
話

で
の
回
答
は
で
き
ま
せ
ん
）。
平
成
22
年

分
の
納
付
額
が
あ
る
方
に
は
、
1
月
下
旬

「
社
会
保
険
料
控
除
資
料
」を
郵
送
し
ま
す
。

事
業
所
か
ら
社
会
保
険
料

控
除
資
料
の
請
求
が
で
き
ま
す

　

事
業
所
で
取
り
ま
と
め
て
い
た
だ
く
と
、

従
業
員
の
方
の
「
年
末
調
整
用　
社
会
保

険
料
控
除
資
料
」
を
事
業
所
あ
て
に
郵
送

し
ま
す
。

　

市
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら
「
社
会
保
険

料
控
除
資
料
の
送
付
依
頼
書
」
を
印
刷
し

て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

⃝
締
切
り　

11
月
30
日
㈫

南
魚
沼
市　
年
末
調
整

 

で 

検
索

�http://w
w
w
.city.m

inam
iuonum

a.
niigata.jp/

注
意

　

こ
の
資
料
は
、
社
会
保
険
料
控
除
額
の

中
で
、
市
役
所
納
付
分
の
内
容
で
す
。
国

民
年
金
保
険
料
な
ど
他
の
機
関
の
納
付
分

は
除
い
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、
税
務
課

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

今
年
、
遺
族
の
方
が
年
金
と
し
て
受
給

す
る
生
命
保
険
の
う
ち
、
相
続
税
の
課
税

対
象
と
な
っ
た
部
分
は
、
所
得
税
の
課
税

対
象
に
な
ら
な
い
と
す
る
最
高
裁
判
所
の

判
決
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
こ
の
よ
う
な
年
金
の
税
金
上

の
取
扱
い
を
改
め
ま
す
の
で
、
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

　

平
成
17
年
分
か
ら
21
年
分
ま
で
の
各
年

分
の
所
得
税
が
納
め
す
ぎ
と
な
っ
て
い
る

方
は
、
そ
の
納
め
す
ぎ
の
所
得
税
が
還
付

さ
れ
ま
す
。
お
手
数
を
お
掛
け
し
ま
す
が
、

必
要
な
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

※�

平
成
17
年
分
は
、
早
い
方
は
平
成
22
年

12
月
末
が
還
付
で
き
る
期
限
で
す
。
早

め
の
お
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

年
末
調
整
説
明
会

【
問
合
せ
】　
小
千
谷
税
務
署

�

☎
0
2
5
8

│

8
3

│

2
0
9
0

　

年
末
調
整
事
務
の
説
明
会
を
開
催

し
ま
す
。
ご
出
席
を
お
願
い
し
ま
す
。

⃝
対
象　

�

事
業
主
・
法
人
な
ど
の
給

与
担
当
者

⃝
日
時　
11
月
17
日
㈬

　
　
　
　

午
後
1
時
30
分
〜
3
時

⃝
会
場　
市
民
会
館
（
大
ホ
ー
ル
）

年
末
調
整
の
社
会
保
険
料
控
除

【
問
合
せ
】　
税
務
課　
市
民
税
係　
☎
7
7
3

│

6
6
6
8

税
を
考
え
る
週
間 
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／
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〜
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【
問
合
せ
】　
小
千
谷
税
務
署

�

☎
0
2
5
8

│

8
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│

2
0
9
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今
年
は
、「
I
T
化
・
国
際
化
と
税
」

を
テ
ー
マ
に
、
国
税
庁
が
取
り
組
ん
で

い
る
各
種
施
策
を
紹
介
し
ま
す
。

⃝
Ｉ
Ｔ
化
を
通
じ
た
納
税
環
境
の
整
備

　

納
税
者
の
利
便
性
の
向
上
を
図
る
た

め
の
環
境
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
具

体
的
に
は
、
国
税
電
子
申
告
・
納
税
シ

ス
テ
ム
（e

│T
ax

）
の
ほ
か
、
確
定

申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
、
タ
ッ
ク
ス

ア
ン
サ
ー
（
よ
く
あ
る
税
の
質
問
）、

動
画
と
図
解
で
解
説
す
る
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
番
組
（W

eb
│T

A
X

│T
V

）

な
ど
、
税
に
関
す
る
情
報
を
国
税
庁

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
提
供
し
て
い
ま
す
。

⃝
国
際
化
の
対
応

　

国
際
的
租
税
回
避
へ
の
対
応
を
は
じ

め
と
し
た
適
正
・
公
平
な
課
税
の
実
現

の
た
め
の
取
り
組
み
や
国
際
的
な
二
重

課
税
の
防
止
な
ど
の
た
め
の
相
互
協
議
、

租
税
条
約
に
基
づ
く
情
報
交
換
を
行
っ

て
い
ま
す
。
開
発
途
上
国
へ
の
技
術
協

力
を
は
じ
め
と
し
た
各
国
税
務
当
局
と

の
協
力
・
協
調
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

⃝
税
の
要
望
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

　

国
税
庁
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
開
設
す
る

「
税
を
考
え
る
週
間
」
特
集
ペ
ー
ジ
に
、

ア
ン
ケ
ー
ト
窓
口
を
開
設
し
ま
す
。

　

所
得
税
の
還
付
手
続
き
は
、
国
税
庁

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
【

http://w
w
w
.

nta.go.jp
】
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
最

寄
り
の
税
務
署
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

【
問
合
せ
】　
小
千
谷
税
務
署

�

☎
0
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5
8

│

8
3

│

2
0
9
0

相
続
ま
た
は
贈
与
な
ど
に
係

る
生
命
（
損
害
）
保
険
契
約

な
ど
に
基
づ
く
年
金
の
税
務

上
の
取
扱
い
の
変
更
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☎773−0000　■■課からのお知らせ☎777−3118　学校教育課からのお知らせ

学校の授業時間以外に、1日あたりどれくらいの時間、勉強しますか1
⑴　小学校6年生
　①　月曜日〜金曜日

　　 無回答その他全くしない30分より少ない
30分以上、1時間より少ない1時間以上、2時間より少ない

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100%

全国（公立）

新潟県（公立）

南魚沼市

2時間以上、3時間より少ない3時間以上

　②　土曜日と日曜日

　　 無回答その他全くしない1時間より少ない
1時間以上、2時間より少ない2時間以上、3時間より少ない

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100％

全国（公立）

新潟県（公立）

南魚沼市

3時間以上、4時間より少ない4時間以上

　家庭学習が1時間未満の割合はほぼ全国と同じですが、2時間以上家庭学習している児童は国や県に
比べてずっと少なくなっています。それなりに家庭学習をやっていても、現状に甘んじることなく、一
段と高い目標設定をすることが大切です。

⑵　中学校3年生
　①　月曜日〜金曜日

　　

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100％

無回答その他全くしない30分より少ない
30分以上、1時間より少ない1時間以上、2時間より少ない

全国（公立）

新潟県（公立）

南魚沼市

2時間以上、3時間より少ない3時間以上

　②　土曜日と日曜日

　　

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100％

無回答その他全くしない1時間より少ない
1時間以上、2時間より少ない2時間以上、3時間より少ない

全国（公立）

新潟県（公立）

南魚沼市

3時間以上、4時間より少ない4時間以上

　平日、家庭学習を2時間以上やっている生徒が全国の平均に比べて約5分の1、全県の平均と比べて
も約3分の1しかいません。逆に、30分未満しか家庭学習をしない生徒は、全国平均の約2倍、全県平
均の約1.5倍いることがわかります。小・中学生ともに家庭学習を定着させることが急務です。学校と
家庭が協力して取り組むことが必要です。

【問合せ】　学校教育課
　　　　　☎777−3118

学力アップは予習−授業−復習のサイクルで
平成22年度 全国学習状況調査の結果から（抽出校）

学校教育課からのお知らせ　☎777−3118
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☎773−0000　■■課からのお知らせ☎777−3118　学校教育課からのお知らせ

学習塾（家庭教師を含む）で勉強をしていますか2
⑴　小学校

　　

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100％

無回答その他【5】 【2】・【3】の内容のどちらともいえない【4】 【2】・【3】の両方の内容を勉強している
【3】学校の勉強でよく分からなかった内容を勉強している

全国（公立）

新潟県（公立）

南魚沼市

【2】学校の勉強より進んだ内容や、難しい内容を勉強している【1】学習塾に通っていない

⑵　中学校

　　

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100％

無回答その他【5】 【2】・【3】の内容のどちらともいえない【4】 【2】・【3】の両方の内容を勉強している
【3】学校の勉強でよく分からなかった内容を勉強している

全国（公立）

新潟県（公立）

南魚沼市

【2】学校の勉強より進んだ内容や、難しい内容を勉強している【1】学習塾に通っていない

　小・中ともに、学習塾（家庭教師を含む）に通っている児童・生徒の割合は、全国や県とほぼ同じ程
度です。

家で学校の授業の予習や復習をしていますか（中学校のみ）3
⑴　予習

　　
0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100％

無回答その他全くしていないあまりしていない

全国（公立）

新潟県（公立）

南魚沼市

どちらかといえば、しているしている

⑵　復習

　　
0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100％

無回答その他全くしていないあまりしていない

全国（公立）

新潟県（公立）

南魚沼市

どちらかといえば、しているしている

　上記のグラフは、いずれも中学校のデータです。全国や県と比較して、予習や復習をやっている生徒
が少ない様子がわかります。
　家庭学習の充実には、学校だけでなく、家庭での協力も不可欠です。予習をすれば、授業がよくわか
ります。復習をすれば、授業で習ったことがしっかり定着します。小学校段階から〈予習−授業−復習〉
のサイクルを身につけさせることが、とても重要です。学校と家庭がしっかりと連携して、学力を向上
させましょう。

⃝日時　11月21日㈰　14：00〜16：00　　　⃝会場　大和庁舎3階（大会議室）
　市では、「国際交流及び文化・スポーツ基金」を活用して、平成20年度から中学生の海外派遣を行っていま
す。毎年、アメリカ・オレゴン州へ市内中学3年生20人を派遣しています。第3回目の今年は、市の代表と
して選考された中学生20人が8月17日〜24日の8日間をアメリカで過ごし、ホームステイ体験や農場視察
などをしてきました。その報告会を開催します。お気軽にお越しください。

【問合せ】　学校教育課
　　　　　☎777−3118平成22年度 中学生海外派遣事業 報告会開催
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☎773−0000　■■課からのお知らせ 医療対策室からのお知らせ　☎773−6706☎773−6706　医療対策室・☎773−6660　総務課からのお知らせ

　

皆
さ
ん
が
よ
り
良
い
医
療
を
受
け
ら
れ

る
よ
う
、
医
療
機
関
の
役
割
な
ど
を
示
し

ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
理
解
し
、

正
し
く
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

医
療
シ
ス
テ
ム
（
役
割
分
担
）

① 

一
次
医
療
（
市
内
の
開
業
医
、�

�

休
日
診
療
所
な
ど
）

　

一
般
的
な
疾
病
（
風
邪
、
高
血
圧
、
糖

尿
病
な
ど
）
や
軽
度
の
外
傷
な
ど
に
対
す

る
診
断
・
治
療
を
行
う
も
の
で
、
普
段
の

健
康
管
理
や
疾
病
の
予
防
な
ど
も
行
い
ま

す
。

② 

二
次
医
療
（
病
院
）

　

入
院
設
備
や
比
較
的
高
度
な
診
療
機
能

を
有
し
、
主
に
入
院
診
療
が
必
要
な
疾
病

に
対
処
す
る
病
院
が
該
当
し
ま
す
。

③ 

三
次
医
療
（
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
）

　

先
進
的
な
技
術
な
ど
を
必
要
と
す
る
も

の
で
、
重
症
患
者
や
高
度
で
専
門
的
な
治

療
が
必
要
な
患
者
の
治
療
を
行
い
ま
す
。

～夜間・救急外来の正しい使い方～
【問合せ】　医療対策室　☎773−6706

六日町病院 ゆきぐに大和病院

お医者さんは、
できるだけ昼間にかかりましょう

　昼間の診療時間内は、医師だけでなく看護師、検査技
師、薬剤師など多くの医療スタッフ
が揃っているので、検査、投薬など
もスムーズに受けられます。時間外
は、専門医師不在の場合が多く、料
金が割高です。

できるだけ昼間に受診しましょう
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☎773−0000　■■課からのお知らせ

看
護
師
の
募
集

☎773−6706　医療対策室・☎773−6660　総務課からのお知らせ

か
か
り
つ
け
医
を
も
ち
ま
し
ょ
う

　

近
所
の
診
療
所
な
ど
を
、
か
か
り
つ
け

医
と
す
る
こ
と
で
、
突
発
的
な
病
気
の
治

療
だ
け
で
な
く
、
日
ご
ろ
の
健
康
相
談
や

指
導
に
よ
り
健
康

管
理
が
簡
単
に
で

き
ま
す
。

【
メ
リ
ッ
ト
】

①�

待
ち
時
間
が
少

な
く
、
受
診
手
続
き
も
簡
単
で
す
。

②�

病
院
で
の
検
査
や
入
院
が
必
要
な
場
合

に
、
紹
介
状
に
よ
り
病
状
・
投
薬
な
ど

の
情
報
が
伝
え
ら
れ
る
た
め
、
ス
ム
ー

ズ
に
受
け
ら
れ
ま
す
。

③�

食
事
や
運
動
な
ど
、
日
常
の
健
康
管
理

の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

④�

病
状
・
病
歴
・
健
康
状
態
を
把
握
し
て

い
る
の
で
、い
ざ
と
い
う
と
き
に
的
確
で

素
早
い
対
応
が
受
け
や
す
く
な
り
ま
す
。

夜
間
・
救
急
外
来
の
困
っ
た
利
用
例

◦�

慢
性
的
な
疾
患
だ
が
、
昼
間
は
混
ん
で

い
る
か
ら
空
い
て
い
る
夜
間
に
診
療
を

受
け
に
く
る
。

※�

病
院
で
夜
間
に
宿
直
し
て
い
る
医
師
は
、

基
本
的
に
入
院
患
者
の
急
変
対
応
の
た

め
に
勤
務
し
て
い
ま
す
。
不
要
な
救
急

利
用
の
た
め
に
、
本
当
に
治
療
を
必
要

と
し
て
い
る
患
者
の
手
当
て
が
で
き
な

い
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

◦�

救
急
で
行
け
ば
早
く
診
て
も
ら
え
る
と

思
っ
て
救
急
外
来
を
利
用
す
る
。

※�

外
来
診
療
時
間
以
外
の
医
師
は
、
手
術

や
入
院
患
者
の
治
療
に
従
事
し
て
い
る

こ
と
が
ほ
と
ん
ど
の
た
め
、
手
が
離
せ

な
い
こ
と
が
多
く
あ
り
ま
す
。

◦�
救
急
車
を
利
用
し
て
診
療
を
受
け
た
が
、

入
院
の
必
要
が
な
い
と
判
断
さ
れ
た
。

帰
り
の
交
通
手
段
が
な
い
た
め
、
救
急

車
を
呼
ん
で
自
宅
へ
帰
ろ
う
と
す
る
。

※�

救
急
は
来
院
の
順
番
で
は
な
く
、
緊
急

性
の
高
い
患
者
を
優
先
的
に
診
療
し
ま

す
。
救
急
車
で
来
院
し
た
か
ら
重
症
、

歩
い
て
き
た
か
ら
軽
症
と
い
う
判
断
は

し
ま
せ
ん
。

こ
ん
な
時
は
迷
わ
ず
1
1
9
番
！

◦�

意
識
が
な
い
、
呼
吸
が
困
難

◦�

大
出
血
し
て
、
け
い
れ
ん
が
続
い
て
い

る
◦�

骨
折
（
の
疑
い
を
含

め
）
を
し
て
動
け
な

い
◦�

広
範
囲
に
わ
た
る
ヤ

ケ
ド
を
し
た

必ず来院前に電話しましょう!
　判断が困難な場合は、まず
は電話で相談してください。
直接、来院しても専門医師不
在や手術中などの事情により
受診できずに時間を無駄にす
ることがあります。

平日（昼間） かかりつけ医
平日（夜間） 病院
休日 休日救急当番

⃝

職
種　
看
護
師　

6
人

⃝
勤
務
地　
ゆ
き
ぐ
に
大
和
病
院

　
　
　
　
　

ま
た
は
城
内
診
療
所

⃝�

要
件　
看
護
師
の
資
格
を
有
す
る
方
、

ま
た
は
取
得
見
込
み
の
方
で
、
昭
和

45
年
4
月
2
日
以
降
に
生
ま
れ
た
方

実
務
経
験
の
あ
る
有
資
格
者

⃝

試
験
内
容　
書
類
審
査
と
面
接

⃝
会
場　
ゆ
き
ぐ
に
大
和
病
院

⃝
試
験
日　
第
1
、
第
3
木
曜
日

⃝
採
用
予
定
日

　

翌
月
あ
る
い
は
翌
々
月
の
1
日

資
格
取
得
見
込
者
と

実
務
経
験
の
な
い
有
資
格
者

⃝
試
験
内
容　

　

専
門
、
作
文
の
各
筆
記
試
験
と
面
接

⃝
会
場　
ゆ
き
ぐ
に
大
和
病
院

⃝
締
切
日　
11
月
11
日
㈭　

⃝
試
験
日　
12
月
2
日
㈭

⃝
採
用
予
定
日

◦
資
格
取
得
見
込
者

　

平
成
23
年
4
月
1
日
以
降

◦
実
務
経
験
の
な
い
有
資
格
者

　

平
成
23
年
2
月
1
日
以
降

※�

病
院
見
学
は
随
時
可
能
で
す
の
で
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
見
学
の
問
合
せ
】

　

ゆ
き
ぐ
に
大
和
病
院（
看
護
部
長
室
）

�

☎
7
7
7

│

2
1
1
1

手
続
き

　

受
験
申
込
書
と
履
歴
書
（
問
合
せ
先

に
請
求
）
に
、
資
格
免
許
証
の
写
（
有

資
格
者
の
み
）、
健
康
診
断
書
、
写
真

を
添
え
て
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※�

勤
務
時
間
・
待
遇
な
ど
詳
し
く
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
・
申
込
み
】

　

総
務
課　

人
事
係

�

☎
7
7
3

│

6
6
6
0

～
市
立
病
院
、
診
療
所
の
職
員
を
募
集
し
ま
す
～
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問
合
せ
　
　

 
申
込
み

 

日
時
　
　
　

 

会
場

 

期
間
　
　
　

 

時
間

 

対
象
　
　
　

 

資
格

 

定
員
　
　
　

 

費
用

 

締
切
　
　
　

 

内
容

 

講
師
　
　
　

 

そ
の
他

本
庁 

本
庁
舎
　
大
和 

大
和
庁
舎

塩
沢 

塩
沢
庁
舎

掲
示
板

市
か
ら
の
お
知
ら
せ

11
月
は

児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間

連
絡
先
・
　
民
生
委
員
･
児

童
委
員　

�

協
議
会
事
務
局
（
福

祉
課
）�

☎
7
7
7

│

3
1
1
2

22
年
度
の
推
進
月
間
標
語

『
見
す
ご
す
な

�

幼
い
子
ど
も
の
　
S
O
S
』

基
本
方
針

①�

児
童
虐
待
防
止
に
向
け
た
国
民

的
意
識
の
高
揚
・
定
着

②�

地
域
社
会
に
根
ざ
し
た
児
童
虐

待
防
止
活
動
の
促
進

③�

児
童
虐
待
防
止
活
動
に
よ
る
関

係
団
体
・
関
係
機
関
、
地
域
住

民
な
ど
の
連
携
強
化

地
域
社
会
か
ら
児
童
虐
待
を

�

な
く
し
ま
し
ょ
う
！

　

子
ど
も
た
ち
を
児
童
虐
待
か
ら

守
り
ま
し
ょ
う
。
多
く
の
子
ど
も

た
ち
が
児
童
虐
待
に
よ
っ
て
傷
つ

き
、
成
長
・
発
達
が
妨
げ
ら
れ
、

著
し
い
場
合
は
尊
い
命
さ
え
奪
わ

れ
て
い
ま
す
。

　

虐
待
は
き
わ
め
て
重
大
な
人
権

侵
害
で
す
。
あ
な
た
の
近
く
に
虐

待
を
受
け
て
い
る
と
思
わ
れ
る
子

ど
も
は
い
ま
せ
ん
か
。

　
「
お
か
し
い
」「
何
か
変
だ
」
と

気
づ
か
れ
た
ら
、
ど
ん
な
さ
さ
い

な
こ
と
で
も
私
た
ち
に
お
知
ら
せ

く
だ
さ
い
。
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は
必

ず
守
り
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
の
Ｓ
Ｏ
Ｓ
（
状
況

や
様
子
の
変
化
）
に
気
づ
い
て
く

だ
さ
い
。

児
童
虐
待
を
な
く
す
た
め
に
、

皆
さ
ま
の
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

　

現
在
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員

は
、1
3
4
人
の
「
民
生
委
員
」
が
、

「
児
童
委
員
」
を
兼
ね
な
が
ら
、

高
齢
者
や
子
ど
も
に
関
わ
る
相
談

を
受
け
、
家
庭
と
福
祉
関
係
機
関

の
橋
渡
し
を
行
い
、
地
域
で
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
た
め
に
支
援
を

行
っ
て
い
ま
す
。
9
人
の
主
任
児

童
委
員
が
、
子
ど
も
に
関
す
る
支

援
活
動
（
児
童
福
祉
）
を
専
門
に

担
当
し
て
い
ま
す
。

自
動
交
付
機
の
一
時
停
止

　

市
民
課　

市
民
係

�

☎
7
7
3

│

6
6
6
1

　

11
月
17
日
㈬

　

大
和　

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

　

塩
沢　

午
後
1
時
〜
2
時
30
分

　

本
庁　

午
後
3
時
30
分
〜
5
時

　

定
期
点
検
の
た
め
一
時
停
止
し

ま
す
。
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

住
基
ネ
ッ
ト
の
一
時
停
止

　

市
民
課　

市
民
係　

�

☎
7
7
3

│

6
6
6
1

　

11
月
18
日
㈭

　
　

午
前
9
時
〜
午
後
4
時
30
分

　

電
子
機
器
の
更
改
作
業
の
た
め

住
基
ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
の
運
用
を

一
時
停
止
し
ま
す
。
住
民
基
本
台

帳
カ
ー
ド
発
行
・
交
付
、
広
域
交

付
住
民
票
申
請
、
公
的
個
人
認
証

サ
ー
ビ
ス
の
利
用
な
ど
が
で
き
ま

せ
ん
。
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

油
漏
れ
事
故
に
要
注
意
！

　

環
境
交
通
課

�

☎
7
7
3

│

6
6
6
6

　

暖
房
器
具
を
使
用
す
る
季
節
に

な
り
ま
し
た
。
家
庭
で
の
灯
油
の

使
用
が
増
え
る
と
、
油
漏
れ
事
故

が
毎
年
多
発
し
ま
す
。
油
漏
れ
は
、

火
災
の
危
険
が
あ
る
ほ
か
、
土
壌

汚
染
・
水
質
汚
濁
な
ど
環
境
へ
大

き
な
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。
事
故

の
多
く
の
場
合
は
、
不
注
意
や
施

設
の
管
理
不
十
分
に
よ
る
も
の
で
、

注
意
す
れ
ば
防
げ
る
の
が
ほ
と
ん

ど
で
す
。

油
漏
れ
を
起
こ
し
て
し
ま
っ
た
ら

　

ま
ず
流
出
を
止
め
、
新
聞
紙
や

布
切
れ
な
ど
で
油
が
水
路
な
ど
に

流
れ
出
な
い
よ
う
応
急
処
置
を
し

て
、
す
ぐ
に
通
報
し
て
く
だ
さ
い
。

す
み
や
か
な
通
報
で
、
被
害
の
拡

大
を
最
小
限
に
食
い
止
め
ら
れ
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

油
漏
れ
事
故
を
防
ぐ
た
め
に

▼
ホ
ー
ム
タ
ン
ク
の
下
に
防
油
堤

を
設
置
す
れ
ば
、
も
し
も
の
場
合

に
外
部
へ
の
流
出
を
防
げ
ま
す
。

▼
ホ
ー
ム
タ
ン
ク
の
給
油
口
に
自

動
停
止
機
能
付
き
の
器
具
を
つ
け

て
お
け
ば
、「
つ
い
う
っ
か
り
」

も
防
げ
ま
す
。
▼
定
期
的
に
施
設

の
点
検
を
行
い
ま
し
ょ
う
。
油
漏

れ
は
、
周
囲
へ
の
悪
影
響
の
み
な

ら
ず
、
家
計
に
も
大
打
撃
で
す
。

⃝�

通
報　
現
場
か
ら
近
い
消
防
署

に
通
報
し
て
く
だ
さ
い
。

①
消
防
本
部

�

☎
7
8
2

│

9
1
1
9

②
消
防
大
和
分
署

�

☎
7
7
9

│

4
6
0
0

普
通
救
命
講
習
会

・
　

消
防
本
部

�

警
防
課　

救
急
係

�

☎
7
8
2

│

5
3
3
1

　

い
ざ
と
い
う
と
き
の
た
め
に
応

急
手
当
を
学
び
ま
せ
ん
か
。
心
肺

蘇
生
法
、
A
E
D
（
自
動
体
外
式

除
細
動
器
）
の
取
扱
い
な
ど
、
実

技
を
中
心
に
し
た
講
習
会
で
す
。

初
め
て
の
方
も
、
お
気
軽
に
ご
参

加
く
だ
さ
い
。
受
講
者
に
、
修
了

証
を
交
付
し
ま
す
。

　

11
月
27
日
㈯

　
　

午
前
9
時
〜
正
午

　

消
防
本
部

　

30
人

　

無
料

特
に
、
注
意
す
る
2
点

雪などで配管が破損　
しないよう点検する！

給油中は決してその場
を離れない！　　　　
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住
宅
用
火
災
警
報
器
設
置
は

義
務
化
さ
れ
て
い
ま
す
！

　

消
防
本
部　

予
防
課

�

☎
7
8
2

│

5
3
3
0

　

消
防
法
の
改
正
に
よ
り
、
平
成

23
年
5
月
31
日
ま
で
に
既
設
住
宅

の
警
報
器
の
設
置
が
義
務
付
け
ら

れ
ま
し
た
。
南
魚
沼
市
は
他
の
市

町
村
に
比
べ
て
設
置
が
遅
れ
て
い

ま
す
。

　

火
災
か
ら
家
族
の
命
や
財
産
を

守
る
た
め
に
、
火
災
の
早
期
発
見

が
大
事
で
す
。
警
報
器
を
設
置
す

る
こ
と
で
、
火
災
を
い
ち
早
く
察

知
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
皆
さ

ま
の
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
警

報
器
は
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
な
ど
で

購
入
で
き
ま
す
。

�

（
1
個
3
、0
0
0
円
前
後
）

⃝
設
置
場
所

①
す
べ
て
の
寝
室　

②�

寝
室
の
あ
る
階
の
階
段
（
2
階

建
の
場
合
は
1
階
の
階
段
を
除

く
）

防
火
パ
レ
ー
ド
開
催

　

消
防
本
部　

消
防
団
係

�

☎
7
8
2

│

0
8
6
0

　

消
防
団
で
は
、
秋
の
全
国
火
災

予
防
運
動
に
併
せ
、
市
民
の
皆
さ

ま
か
ら
火
災
予
防
へ
の
関
心
を
高

め
て
い
た
だ
く
た
め
、
塩
沢
、
六

日
町
、
大
和
方
面
隊
ご
と
に
消
防

自
動
車
に
よ
る
防
火
パ
レ
ー
ド
を

実
施
し
ま
す
。

　

11
月
14
日
㈰

　
　

午
前
7
時
30
分
〜
11
時
30
分

　

各
方
面
隊
の
地
域
一
周

入
園
児
童
、
募
集
中

保
育
園
・
認
定
こ
ど
も
園

　

子
育
て
支
援
課　

保
育
班

�

☎
7
7
7

│

3
1
1
3

　
11
月
15
日
㈪

　
年
度
途
中
か
ら
入
園
希
望
の
方

も
、お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。（
年

度
途
中
で
の
急
な
入
園
は
、
職
員

配
置
・
定
員
の
関
係
で
受
入
れ
が

非
常
に
困
難
で
す
）
詳
細
は
、
10

月
15
日
号
5
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

児
童
、
募
集
中

学
童
保
育

　

子
育
て
支
援
課　

保
育
班

�

☎
7
7
7

│

3
1
1
3

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
す
ま
い
る
ネ
ッ
ト

南
魚
沼�

☎
7
7
6

│

2
9
4
0

　
11
月
15
日
㈪

　

長
期
休
み
だ
け
の
入
所
、
年
度

途
中
か
ら
入
所
希
望
の
方
も
、
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
詳
細
は
10

月
15
日
号
4
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

医
師
住
宅
・
敷
地
の
売
却

　

城
内
診
療
所

�

☎
7
7
5

│

2
0
0
9

物
件
1

⃝
所
在
地　
上
原
2
2
6
番
地
6

⃝
土
地

　

4
2
0
・
27
平
方
メ
ー
ト
ル

⃝�

住
宅　
平
成
元
年
建
築
、
木
造

カ
ラ
ー
鉄
板
葺
2
階
建
、
1
�0
�

6
・
19
平
方
メ
ー
ト
ル

⃝�
車
庫
兼
物
置　
平
成
3
年
建
築
、

木
造
カ
ラ
ー
鉄
板
葺
平
屋
建
、

27
・
26
平
方
メ
ー
ト
ル

物
件
2

⃝
所
在
地　
上
原
3
9
3
番
地

引っ越しは届出をお忘れなく � 　市民課　市民係　☎773−6661
こんなときは こんな届出を いつまでに 持っていくもの
市内に転居
（市外→市内） 転入届 転入した日から

� 14日以内
⃝転出証明書（直前の市区町村が発行）
⃝運転免許証・パスポート（本人確認用）

市外に転居
（市内→市外） 転出届 転出予定日までに

⃝転出証明書（南魚沼市が発行）
⃝国民健康保険証、印鑑登録証（兼市民カード）
⃝運転免許証・パスポート（本人確認用）

市内で転居
（市内→市内） 転居届 転居した日から

� 14日以内
⃝国民健康保険証
⃝運転免許証・パスポート（本人確認用）

⃝
土
地

　

4
8
2
・
50
平
方
メ
ー
ト
ル

⃝�

住
宅　
昭
和
44
年
建
築
、鉄
骨
・

木
造
カ
ラ
ー
鉄
板
葺
2
階
建
、

1
7
9
・
91
平
方
メ
ー
ト
ル

交
通
安
全
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　

環
境
交
通
課

�

☎
7
7
3

│

6
6
6
6

⃝
夕
暮
れ
か
ら
夜
間
の
事
故
防
止

　

例
年
、
秋
か
ら
冬
に
か
け
て
、

夕
暮
れ
時
に
高
齢
者
が
被
害
に
遭

う
交
通
事
故
が
多
発
し
て
い
ま
す
。

歩
行
者
や
自
転
車
に
乗
る
と
き
は
、

明
る
く
目
立
つ
服
装
と
反
射
材
を

着
用
し
て
交
通
事
故
を
防
ぎ
ま

し
ょ
う
。

　

10
月
1
日
〜
11
月
30
日
の
2
か

月
間
は
「
高
齢
者
交
通
事
故
防
止

運
動
」
が
実
施
中
で
す
。
高
齢
者

を
見
か
け
た
ら
、
速
度
を
落
と
す

な
ど
、
や
さ
し
さ
と
思
い
や
り
の

あ
る
運
転
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

⃝
高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー
の
事
故
防
止

　

運
転
を
し
て
い
て
「
ヒ
ヤ
リ
」

や
「
ハ
ッ
ト
」
し
た
体
験
の
回
数

が
増
え
た
ら
要
注
意
で
す
。
身
体

機
能
の
低
下
を
自
覚
し
た
ら
、
運

転
免
許
を
返
納
す
る
勇
気
も
必
要

で
す
。

【
共
通
事
項
】

⃝
現
地
説
明
会　
11
月
中
旬

⃝
入
札
予
定　
11
月
末
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掲
示
板
＆
伝
言
板

国
・
県
な
ど
か
ら
の
お
知
ら
せ

伝
言
板

人
権
な
ん
で
も
相
談
所

相
談
無
料
、
秘
密
厳
守

　

法
務
局　

南
魚
沼
支
局

�

☎
7
7
2

│

3
7
4
2

　

11
月
11
日
㈭

　
　

午
後
1
時
〜
4
時

　

塩
沢
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

　①�

家
庭
内
（
夫
婦
・
親
子
・
結
婚
・

離
婚
・
相
続
等
）、
親
族
間
、

近
隣
間
の
も
め
ご
と
、
悩
み
ご

と
な
ど
毎
日
の
暮
ら
し
の
中
で

起
こ
る
さ
ま
ざ
ま
な
問
題

②�

い
じ
め
、
体
罰
、
女
性
差
別
、

外
国
人
差
別
な
ど
の
あ
ら
ゆ
る

差
別
問
題

⃝
相
談
担
当　
人
権
擁
護
委
員

⃝
最
寄
り
の
人
権
擁
護
委
員

◦
貝
瀬
幸
子
〔
吉
山
新
田
〕

�

☎
7
8
2

│
9
5
0
3

◦
笛
木
健
作
〔
栃
窪
〕

�

☎
7
8
2

│

3
8
7
8

◦
貝
瀬
一
夫
〔
長
崎
〕

�

☎
7
8
2

│

2
2
8
8

◦
木
村
惠
美
子
〔
君
沢
〕

�

☎
7
8
3

│

3
8
0
7

※�

法
務
局
で
は
随
時
、
相
談
を
受

け
付
け
て
い
ま
す
。

女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

　

法
務
局　

南
魚
沼
支
局

�

☎
7
7
2

│

3
7
4
2

　

新
潟
地
方
法
務
局
と
新
潟
県
人

権
擁
護
委
員
連
合
会
で
は
、
11
月

15
日
か
ら
21
日
ま
で
を
「
女
性
の

人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
強
化
週
間

と
し
て
、
差
別
、
Ｄ
Ｖ
、
セ
ク
ハ

ラ
、
夫
婦
間
の
問
題
な
ど
広
く
女

性
の
人
権
に
関
す
る
こ
と
の
電
話

相
談
を
、
法
務
局
職
員
・
人
権
擁

護
委
員
が
受
け
付
け
ま
す
。
無
料

で
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

⃝電話相談　☎0570− 0
おんなの

70− 8
ハ ー ト

10
　　　　　　11月15日㈪〜19日㈮� 8：30〜19：00
　　　　　　11月20日㈯・21日㈰� 10：00〜17：00
⃝面接相談（担当：女性人権擁護委員）
　11月20日㈯　10：00〜15：00
　① サンライズ南魚沼〔坂戸〕
　② 小出ボランティアセンター〔魚沼市小出島〕

部
落
解
放
研
究

第
44
回
全
国
集
会（
新
潟
）

　

部
落
解
放
同
盟

�

新
潟
県
連
合
会

�

☎
0
2
5

│

2
8
8

│

5
1
1
0

　

各
地
で
取
り
組
ま
れ
て
い
る
部

落
解
放
運
動
、
同
和
行
政
、
同
和

教
育
の
実
践
を
持
ち
寄
り
、
共
に

学
び
あ
い
、
部
落
解
放
に
向
け
て

の
道
筋
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を

め
ざ
し
、
集
会
が
新
潟
市
で
開
催

さ
れ
ま
す
。

◦
全
体
集
会　
「
朱
鷺
メ
ッ
セ
」

　

◦
分
科
会　
「
朱
鷺
メ
ッ
セ
」

　
　
　
　
　
　
「
ホ
テ
ル
日
航
」

・
①�

全
体
集
会
（
記
念
講
演
・
地
元

報
告
）　

11
月
9
日
㈫

�

午
後
1
時
〜
4
時
10
分

②
分
科
会　

11
月
10
日
㈬

�
午
前
9
時
30
分
〜
午
後
4
時

③�
全
体
集
会
（
特
別
報
告
・
記
念

報
告
）　

11
月
11
日
㈭

�
午
前
9
時
30
分
〜
正
午

　

4
、0
0
0
円

Ｏ
Ａ
ビ
ジ
ネ
ス
科

入
校
生
募
集

　
県
立
魚
沼
テ
ク
ノ
ス
ク
ー
ル

�

☎
0
2
5

│

7
9
4

│

2
4
1
0

�　

Ｏ
Ａ
ビ
ジ
ネ
ス
の
技
能
を
習

得
し
、
就
職
を
希
望
す
る
方

　

20
人

�　

魚
沼
地
域
職
業
訓
練
セ
ン

タ
ー
〔
西
泉
田
48

│

1
〕

　

1
月
6
日
〜
3
月
30
日

�　

無
料
（
た
だ
し
、
テ
キ
ス
ト

代
な
ど
自
己
負
担
あ
り
）

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
南
魚
沼

⃝
募
集
期
間  

　

11
月
8
日
㈪
〜
12
月
2
日
㈭

山
の
仕
事
探
検
隊

参
加
募
集

　

八
海
山
お
お
く
ら
の
森

�

協
議
会

�

☎
7
7
9

│

2
8
8
7

　

お
お
く
ら
の
森
協
議
会
で
は
、

山
の
仕
事
探
検
隊
と
し
て
ブ
ナ
苗

の
移
植
や
、
公
園
遊
歩
道
の
縁
木

交
換
作
業
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　

ご
家
族
で
参
加
し
て
み
ま
せ
ん

か
。

　

11
月
7
日
㈰

　
　

午
前
9
時
〜
正
午

　

八
海
山
お
お
く
ら
の
森

�

（
ブ
ナ
林
公
園
・
遊
歩
道
）

　

黄
色
の
の
ぼ
り
が
目
印
、
雨
天

で
も
実
施
し
ま
す
の
で
、
雨
具
な

ど
ご
用
意
く
だ
さ
い
。
必
要
な
道

具
な
ど
は
地
元
で
用
意
し
ま
す
。

お
昼
は
収
穫
祭
の
餅
つ
き
に
、
参

加
で
き
ま
す
。

　

無
料

経
済
講
演
会
（
無
料
）

　

市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム（
藤
島
）

�

☎
0
9
0

│

1
0
5
5

│

7
7
3
0

　

日
本
経
済
の
今
後
と
、
こ
れ
か

ら
の
ま
ち
づ
く
り
（
ま
す
ま
す
増

大
す
る
国
債
残
高
、
日
本
は
南
魚

沼
市
は
一
体
ど
う
な
っ
て
い
く
の

か
）

　

11
月
10
日
㈬

　
　

午
後
2
時
〜
4
時

　

六
日
町
商
工
会
館

　

日
本
銀
行　

新
潟
支
店
長

�

内
田　

眞
一　

氏

参
加
者
募
集 

ト
キ
め
き　

H
e
a
r
t

広
域
交
流
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ�

�

パ
ー
テ
ィ
ー

・
　

塩
沢
商
工
会
（
森
口
）

�

☎
7
8
2

│

1
2
0
6

　

11
月
20
日
㈯　

　
サ
ウ
ン
ド
ボ
ウ
ル
・

�

上
田
の
郷

　

独
身
の
方

◦�

男
性　
28
歳
〜
45
歳
の
南
魚
沼

市
・
湯
沢
町
の
在
住
者
ま
た
は

勤
務
者

◦�

女
性　
28
歳
〜
45
歳
の
国
内
在

住
者

　

男
性　

4
、0
0
0
円

　
　

女
性　

2
、0
0
0
円

　

各
20
人　

　

11
月
10
日
㈬
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掲
示
板
＆
伝
言
板

山
菜
栽
培
の
基
礎
講
座

　

地
域
振
興
局

　
　
　
　
　

林
業
振
興
課

�

☎
7
7
2

│

8
2
6
6

　

山
菜
を
栽
培
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

11
月
25
日
㈭

　
　

午
後
1
時
〜
4
時

　

地
域
振
興
局　

講
堂

�　

山
菜
の
育
て
方
・
増
や
し
方

な
ど
。
わ
ら
び
・
う
ど
、
な
ど

の
株
分
け
実
演

　

新
潟
県
森
林
研
究
所

�

専
門
研
究
員　

松
本
則
行

　

無
料

必
ず
チ
ェ
ッ
ク
最
低
賃
金
！

新
潟
県
は
時
給
6
8
1
円

　

新
潟
労
働
局　

賃
金
室

�

☎
0
2
5

│

2
3
4

│

5
9
2
4

　

10
月
21
日
か
ら
、
新
潟
県
最
低

賃
金
（
時
間
額
）
は
、
従
来
の

6
6
9
円
か
ら
12
円
引
き
上
げ
ら

れ
6
8
1
円
に
変
わ
り
ま
し
た
。

　

賃
金
が
時
間
額
以
外
（
日
額
、

月
額
、
そ
の
他
）
で
定
め
ら
れ
て

い
る
場
合
は
、
日
額
、
月
額
な
ど

を
時
間
額
に
換
算
し
て
比
較
し
て

く
だ
さ
い
。

　

新
潟
県
最
低
賃
金
は
、
県
内
で

事
業
を
営
む
全
て
の
使
用
者
と
そ

の
事
業
場
で
働
く
全
て
の
労
働
者

（
臨
時
、
パ
ー
ト
、
ア
ル
バ
イ
ト

な
ど
を
含
む
）
に
適
用
さ
れ
ま
す
。

こ
の
機
会
に
、
自
分
の
賃
金
を
確

認
し
ま
し
ょ
う
。

多
重
債
務
市
民
相
談
会

開
催・

　

消
費
生
活
相
談
窓
口

�

☎
7
7
2

│

2
5
4
1

〝
ご
相
談
く
だ
さ
い
、
き
っ
と�

�

解
決
策
が
見
つ
か
り
ま
す
〟

　

11
月
13
日
㈯

　
　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

　

ふ
れ
愛
支
援
セ
ン
タ
ー

�

（
サ
ン
ラ
イ
ズ
南
魚
沼
）
相
談
室

　

市
は
、
新
潟
県
、
新
潟
県
弁
護

士
会
、
新
潟
県
司
法
書
士
会
な
ど

と
一
緒
に
「
多
重
債
務
に
関
す
る

相
談
会
」
を
開
催
し
ま
す
。
多
重

債
務
で
お
悩
み
の
方
、
一
人
で
悩

ま
ず
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

⃝
相
談
方
法

　

当
日
、
相
談
者
に
、
南
魚
沼
市

消
費
生
活
相
談
員
と
弁
護
士
又
は

司
法
書
士
が
面
談
を
行
い
ま
す
。

　

相
談
員
が
話
し
を
聞
き
取
り
整

理
し
た
上
で
、
内
容
に
応
じ
て
弁

護
士
又
は
司
法
書
士
が
適
切
な
助

言
を
行
な
い
ま
す
。
相
談
時
間
は

一
時
間
程
度
で
す
。
詳
細
は
、
後

日
、
申
込
者
に
連
絡
し
ま
す
。

※�

予
約
制
で
す
が
、
当
日
対
応
が

で
き
る
と
き
は
、
予
約
の
な
い

方
の
相
談
も
受
け
付
け
ま
す
。

六
日
町
共
通
商
品
券
の

払
戻
し（
11
月
30
日
ま
で
）

　

六
日
町
商
工
協
同
組
合

☎
7
7
2

│

2
5
9
0

（
平
日
、
午
前
9
時
〜
午
後
4
時
）

　

こ
の
商
品
券
（
5
0
0
円
券
、

1
、0
0
0
円
券
）
は
、
9
月
30

日
に
加
盟
店
の
利
用
を
停
止
し
ま

し
た
。
資
金
決
済
に
関
す
る
法
律

に
基
づ
く
払
戻
し
手
続
き
を
開
始

し
ま
し
た
。
商
品
券
を
お
持
ち
の

方
は
、
11
月
中
に
手
続
き
を
お
願

い
し
ま
す
。

南
魚
沼 

市
場
ま
つ
り

　

市
場
ま
つ
り
実
行
委
員
会

�

☎
7
7
3

│

3
1
1
3

　

日
ご
ろ
の
感
謝
を
こ
め
て
、
新

鮮
な
魚
や
野
菜
、
果
物
な
ど
を
揃

え
て
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

　

11
月
7
日
㈰

　
　

午
前
9
時
〜
正
午

　

魚
沼
食
品
流
通
セ
ン
タ
ー

�

六
日
町
市
場
〔
川
窪
1
0
3
5
〕

青
果
棟

　

取
れ
た
て
野
菜
の
販
売
、
み
か

ん
・
リ
ン
ゴ
の
産
地
別
味
く
ら
べ
、

世
界
の
珍
し
い
果
物
展
、
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
ゲ
ー
ム
大
会
な
ど

水
産
棟

　

ま
ぐ
ろ
の
解
体
シ
ョ
ー
と
即
売
、

魚
の
さ
ば
き
方
教
室
、
お
寿
司
大

奉
仕
、
魚
屋
さ
ん
に
よ
る
浜
焼
き

な
ど募

集
（
1
年
分
）

封
筒
の
広
告

　

㈱
郵
宣
協
会
（
吉
田
）

�

☎
0
1
2
0

│

5
9
9
7
2
2

�

0
1
2
0

│

2
2
3
4
1
1

　

市
で
は
㈱
郵
宣
協
会
か
ら
、
広

告
入
り
封
筒
を
寄
贈
し
て
い
た
だ

く
協
定
を
結
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、

地
元
の
皆
さ

ま
か
ら
広
告

料
を
提
供
し

て
い
た
だ
き

作
成
さ
れ
る

も
の
で
、
経

費
節
減
に
利

用
さ
せ
て
い

た
だ
い
て
い

ま
す
。

㈱
郵
宣
協
会
で
は
平
成
23
年
2
月

か
ら
1
年
間
の
広
告
を
募
集
し
ま

す
。　

11
月
30
日
㈫

※
枠
が
埋
ま
り
次
第
、
終
了

青
少
年
育
成
南
魚
沼

�

市
民
会
議

 '10
大
会

親
子
映
画
鑑
賞
会
「
あ
ぜ

み
ち
ジ
ャ
ン
ピ
ン
ッ
！
」

　

青
少
年
育
成
セ
ン
タ
ー

�

☎
7
7
3

│

6
6
1
1

※�

地
元
ロ
ケ
作
品
、
西
川
監
督
の

舞
台
あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
す
。

　

11
月
13
日
㈯

　
　

1
回
目　

午
前
10
時

　
　

2
回
目　

午
後
1
時
30
分

　

市
民
会
館（
多
目
的
ホ
ー
ル
）

　

2
0
0
円
（
大
人
・
子
ど
も
）

⃝
チ
ケ
ッ
ト
発
売

◦
各
地
区
青
少
年
育
成
会

◦
市
民
会
館
プ
レ
イ
ガ
イ
ド
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ま
な
び
の
ひ
ろ
ば

読
と
楽
し
く
過
ご
し
ま
し
た
。
高
校
生

の
朗
読
と
て
も
上
手
か
っ
た
で
す
！
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
▼
春
日

ワ
ー
ル
ド（
講
師
の
春
日
み
ど
り
さ
ん
）

に
引
き
込
ま
れ
ま
し
た
。
海
の
中
の
遊

園
地
い
っ
て
み
た
い
な
あ
…
。

▼
春
日
み
ど
り
さ
ん
の
お
話
は
と
て
も

き
れ
い
で
楽
し
か
っ
た
で
す
。
子
ど
も

は
毎
月
の
読
書
の
つ
ど
い
を
楽
し
み
に

し
て
い
る
の
で
、
月
1
回
で
は
な
く
、

毎
週
1
回
ぜ
ひ
や
っ
て
も
ら
い
た
い
で

す
。
と
て
も
楽
し
か
っ
た
で
す
。
▼
春

日
み
ど
り
さ
ん
の
お
話
を
初
め
て
聞
か

せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
き
れ
い
な
メ
ル

ヘ
ン
の
世
界
に
子
ど
も
た
ち
以
上
に
引

き
込
ま
れ
聞
き
入
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

タ
コ
さ
ん
や
カ
メ
さ
ん
と
い
っ
た
親
し

み
や
す
い
生
き
も
の
の
登
場
や
手
遊
び

に
子
ど
も
た
ち
は
大
喜
び
。

11
月
の
読
書
の
つ
ど
い

　
「
新
潟
ひ
ょ
う
し
ぎ
の
会
」
が
や
っ

て
き
ま
す
！ 

⃝
日
時　
11
月
20
日
㈯

　
　
　
　

午
後
2
時
～
3
時
30
分

⃝
会
場　
南
魚
沼
市
図
書
館

⃝
テ
ー
マ　
『
紙
芝
居
』

⃝�

内
容　
「
新
潟
ひ
ょ
う
し
ぎ
の
会
」

の
み
な
さ
ん
に
よ
る
迫
力
満
点
の
紙

芝
居
、
本
の
紹
介
・
読
み
聞
か
せ

⃝�

対
象　
幼
児
・
小
学
生
・
保
護
者
他

ど
な
た
で
も
ど
う
ぞ

⃝
定
員　
50
人

⃝
締
切
り　
11
月
19
日
㈮

⃝
申
込
み　
南
魚
沼
市
図
書
館

き
れ
い
な
き
れ
い
な

ブ
ラ
ッ
ク
シ
ア
タ
ー
で
し
た

～
9
月
読
書
の
つ
ど
い
一
口
感
想
集
～

▼
初
め
て
ブ
ラ
ッ
ク
シ
ア
タ
ー
み
ま
し

た
。
暗
い
中
、
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に

引
き
込
ま
れ
ま
し
た
。
年
齢
別
で
は
、

手
遊
び
、
ペ
ー
プ
サ
ー
ト
、
絵
本
の
朗

▼
初
め
て
の
参
加
で
し
た
が
、
適
度
に

手
遊
び
も
交
え
て
く
れ
本
嫌
い
の
子
ど

も
も
楽
し
ん
で
聞
い
て
い
ま
し
た
。
少

し
ず
つ
本
に
親
し
む
機
会
を
持
て
る
よ

う
今
後
も
利
用
さ
せ
て
も
ら
い
た
い
と

思
い
ま
す
。
▼
時
々
手
遊
び
も
取
り
入

れ
て
く
れ
た
の
で
と
て
も
楽
し
そ
う
で

し
た
。
10
月
も
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

▼
ブ
ラ
ッ
ク
シ
ア
タ
ー
の
「
海
の
遊
園

地
」
は
と
っ
て
も
楽
し
そ
う
で
し
た
。

わ
た
し
の
家
に
も
「
妖
精
」
が
来
て
ほ

し
い
で
す
。
▼
き
ょ
う
は
と
し
ょ
か
ん

に
行
き
ま
し
た
。
ブ
ラ
ッ
ク
シ
ア
タ
ー

が
一
番
楽
し
か
っ
た
で
す
。

郷
土
図
書
紹
介

「
新
潟
県
の
き
の
こ
」

�

宮
内 

信
之
助
／
監
修

　

県
内
で

発
生
し
て

い
る
き
の

こ
の
う
ち
、

2
6
0
種

あ
ま
り
を
厳
選
。
生
態
写
真
と
共
に
、

全
体
像
、
発
生
時
期
・
環
境
、
傘
・
ひ

だ
・
柄
と
い
っ
た
形
や
色
な
ど
を
説
明

す
る
。
美
味
・
食
・
食
毒
不
明
・
毒
・

猛
毒
の
5
段
階
の
マ
ー
ク
も
表
示
。

巡
回
図
書
（
隔
月
1
0
0
冊
）

　

10
月
21
日
、
塩
沢
図
書
室
の
巡
回
図

書
入
れ
替
え
ま
し
た
。（
次
回
、
大
和

図
書
室
は
11
月
18
日
の
予
定
で
す
）

11月の休館日 南魚沼市図書館：毎週月曜日（祝日の場合は翌日）と18日㈭「図書整理日」
大和図書室：毎週月曜日（祝日の場合は翌日） 　塩沢図書室：なし

11月の開館時間 南魚沼市図書館：9：00 ～ 17：00（※金曜のみ9：00 ～ 19：00）　大和図書館：平日9：00 ～ 19：00
／土日祝日9：00 ～ 17：00　塩沢図書室：火水木金9：00 ～ 20：00 ／月・土日祝日：9：00 ～ 17：00

乳
幼
児
親
子
お
は
な
し
の
会

「
え
ほ
ん
で
あ
そ
ぼ
」

か
ん
た
ん
紙
ふ
う
せ
ん
を
つ
く
る
よ
！

⃝
日
時
　
11
月
12
日
㈮

　
　
　
　
午
前
10
時
～
11
時
30
分

⃝
会
場
　
大
和
公
民
館

⃝�

内
容
　
ま
ん
ま
る
ち
ゃ
ん
、絵
本
、

パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
、
手
遊
び
、
歌

な
ど

⃝
対
象
　
乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者

⃝
参
加
費
　
無
料
（
予
約
不
要
）

⃝
問
合
せ
　
大
和
公
民
館

�

☎
7
7
7

│

4
6
7
1

図書館みんなの
南魚沼市図書館　☎773−6677
大 和 図 書 室　☎777−4671
塩 沢 図 書 室　☎782−0100
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ま
な
び
の
ひ
ろ
ば

　

赤
ち
ゃ
ん
は
も
ち
ろ
ん
、
保
護
者
の

方
々
に
も
色
彩
豊
か
で
情
緒
た
っ
ぷ
り

の
絵
本
を
見
て
、
心
豊
か
な
ゆ
っ
た
り

と
楽
し
い
時
間
を
少
し
で
も
作
れ
た
ら

良
い
と
思
い
ま
す
。

　

そ
し
て
こ
の
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
を

き
っ
か
け
に
、
地
域
の
中
で
行
っ
て
い

る
い
ろ
い
ろ
な
子
育
て
支
援
や
図
書
情

報
を
役
立
て
て
、
保
護
者
の
み
な
さ
ん

が
地
域
の
人
と
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
、

子
育
て
を
大
い
に
楽
し
ん
で
も
ら
え
た

ら
と
思
い
ま
す
。

ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
は
1
歳
歯
科
健
診

時
に
行
っ
て
い
ま
す

ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
し
て

�

佐
藤
千
夏
さ
ん
〔
水
尾
〕

　

ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

参
加
し
て
、
あ
っ
と
い
う
間
に
3
年
が

過
ぎ
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
愛
ら
し
い
赤
ち
ゃ
ん
と
保

護
者
の
方
々
の
仲
間
に
入
れ
て
も
ら
い
、

声
か
け
や
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
を
し
て
、

と
て
も
楽
し
い
幸
せ
な
時
間
を
過
ご
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
絵
本
を
介

し
て
赤
ち
ゃ
ん
と
保
護
者
の
方
々
と
出

会
い
、
一
緒
に
子
ど
も
の
成
長
を
喜
ん

だ
り
、
育
児
の
話
や
「
こ
ん
な
絵
本
が

人
気
み
た
い
！
」
と
情
報
を
交
換
し
た

り
し
て
い
ま
す
。

声
の
欄

参
加
者

平成22年度 上半期ベストリーダー10
（平成22年4月1日～平成22年9月30日）

一般書
順位 貸出回数 資料名 著者 出版社

1 37 新参者 東野　圭吾 講談社
2 36 1 Ｑ 84　ＢＯＯＫ 1 村上　春樹 新潮社
2 30 教室の亡霊 内田　康夫 中央公論新社
4 29 1 Ｑ 84　ＢＯＯＫ 3 村上　春樹 新潮社
5 28 1 Ｑ 84　ＢＯＯＫ 2 村上　春樹 新潮社
6 26 赤い指 東野　圭吾 講談社
7 25 告白 湊　かなえ 双葉社
7 25 花世の立春（新・御宿かわせみ） 平岩　弓枝 文藝春秋
9 24 ゲゲゲの女房 武良　布枝 実業之日本社
9 24 不等辺三角形 内田　康夫 講談社
11 22 名もなき毒 宮部みゆき 幻冬舎

児童書
順位 貸出回数 資料名 著者 出版社

1 33 チャレンジミッケ！　4 ウォルター・ウィック 小学館
2 29 かいけつゾロリのチョレートじょう 原　ゆたか ポプラ社
3 27 かいけつゾロリのまほうつかいのでし 原　ゆたか ポプラ社
4 26 かいけつゾロリとまほうのへや 原　ゆたか ポプラ社
5 25 天空の城ラピュタ 宮崎　　駿 徳間書店
5 25 かいけつゾロリのきょうふの宝さがし 原　ゆたか ポプラ社
5 25 かいけつゾロリのきょうふのカーレース 原　ゆたか ポプラ社
5 25 かいけつゾロリのにんじゃ大さくせん 原　ゆたか ポプラ社
9 24 かいけつゾロリのきょうふのやかた 原　ゆたか ポプラ社
9 24 かいけつゾロリのてんごくとじごく 原　ゆたか ポプラ社
11 23 かいけつゾロリの大金持ち 原　ゆたか ポプラ社

　予約希望のメールを送信すると、図書館から返信が
あります。携帯はパソコンからのメール受診が可能な
状態でお待ちください。市の図書館にない場合は、市
外の図書館から借り受けできる場合があります。詳し
くは、図書館（☎773−6677）にお問い合わせくだ
さい。

【予約希望の入力例】
　タイトル「新参者」、著者「東野圭吾」、受取先「南
魚沼市図書館」の予約希望を「南魚花子」さんが入力
する場合は、次の順番で①〜⑥の6項目をメールして
ください。
① 本のタイトル　　② 著者名
③ 受取先（どの図書館で受け取るか）　　④ 氏名
⑤� �携帯の電話番号（返信メールが届かなかった場合

に連絡します）
⑥� �図 書 利 用 カ ー ド
（バーコード下）の
番号

借りたい本をメールで予約できます
リクエストも受付中、 tosyokan@6bun.jp

図書館のメールサービス

※個人情報は図書館の業務以外には使用しません

【メールの入力例】
予約希望
① 新参者
② 東野圭吾
③ 南魚沼市図書館
④ 南魚　花子
⑤ 090−＊＊＊＊−＊＊＊＊
⑥ 46311419−8
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ま
な
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第三部　故郷の四季・季節のうつろい
⃝期間　平成23年3月7日㈪まで
　富岡が描いた新潟県の風景を中心に展示します。

特別企画展 　激　写
藤田嗣治by Domon and 
� 富岡惣一郎by Kubota　
　画家藤田と富岡を被写体とし
て写真家土門拳と久保田博二が
撮影した写真展です。
⃝期間　11月29日㈪まで

ユニークな椅子にであえますよ！
　長岡造形大学　建築・
環境デザイン学科1年生
制作の「椅子」がまた�
やってきます。
⃝期間　11月4日㈭～�
� 29日㈪

六日町高校21期生　還暦記念展
⃝期間　11月16日㈫まで� ※3日㈬祝日は開館します
　六日町高校21期卒業の卒業生による還暦記念の展
覧会。11人の参加者で、その出品内容は、絵画、工芸、
彫刻、写真、書道、華道におよびます。渾身の作品を
ご鑑賞ください。

ＢＢＭスポーツカードショー 2010
秋の陣 in 池田記念美術館

⃝日時　11月14日㈰　9：00 ～ 16：00
　池田記念美術館にスポーツカード展示室ができて1
年がたちますが、今回開催するカードショーは、全国
のスポーツカード・ファンが集まるイベントです。カー
ドの交換会や福袋の販売、最新のカードの販売、抽選
会など盛りだくさんの内容。ベースボールカード、Ｊ
リーグカード、相撲カード、プロレスカードに興味が
ある方はぜひ立ち寄ってみてはいかがですか？ あな
たもカードマニアになれるかも。

※�カードショーへの参加は無料、展示室の鑑賞は別途
入館料が必要（一般500円、高校生以下無料）。

プリンセス天功　Japan Tour 2010
⃝日時　11月7日㈰
　　　　第1部　開演13：30（開場13：00）
　　　　第2部　開演17：00（開場16：30）
⃝会場　市民会館（大ホール）
⃝料金　全席指定　
　　　　大人（Ｓ席4,500円、
　　　　　　　Ａ席3,500円）
　　　子ども（全席2,500円）
※�当日は全席500円増。子ど
も席は3歳から18歳まで。
3歳未満は入場不可。

南魚沼市民会館 受付
8：30 ～ 17：15

11月の休館日【毎週月曜（祝日の場合は翌日）】
☎773−5500　 772−8161　 0120−150−142

http://www.6bun.jp　 info＠6bun.jp

棟方志功アートステーション
開館9：00 ～ 17：00（入館16：30まで）

☎772−7171　 http://www.m-uonuma.jp/m-artstation/

南魚沼市立今泉博物館 開館9：30 ～ 17：00
（入館は16：30まで）

11月の休館日【月曜、火曜、24日】　※22日・23日は開館
☎783−4500　 783−4883

http://www.imahaku.jp　 imahaku@6bun.jp
観覧料：大人500円／小中高250円（市内小中学生無料）

トミオカホワイト美術館 開館
9：00 ～ 17：00

11月の休館日【毎週水曜】
☎775−3646　 http://www.mynet.ne.jp/white

入館料：一般600円／小中高300円

池田記念美術館 開館9：00 ～ 17：00
（入館は16：30まで）

11月の休館日【4・10・17・18・19・24日】
☎780−4080　 777−3815　 http://www.ikedaart.jp

入館料：大人500円／高校生以下無料

開館20周年記念　今日の版画・TEN
　～ 10人の版画家がおくる�
� 今と明日へのメッセージ～　
⃝期間　11月23日㈫祝日まで
⃝会場　企画展示室（2階）
　現代日本で活躍する版画家たちの、十人十色の版画
をご覧ください。

市民招待企画 　受付に住所をお伝えください

第3期 �　西洋（仏）の風～ヨーロッパの風を感じる
…藤田嗣治、ヴラマンク、シャガールなど～

⃝期間　平成23年1月10日㈪祝日まで

藤田嗣治（撮影　土門拳）ⒸKEN DOMON

カードファンの熱気であふれる池田記念美術館エントランスホール
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ま
な
び
の
ひ
ろ
ば

高齢者学級 閉講式・学習発表会
　どなたでも入場できま
す。お誘い合わせのうえ、
ご参加ください。
⃝日　時　11月16日㈫
� 13：30 ～ 15：30
⃝会　場　市民会館
　　　　　（大ホール）
⃝内　容　第1部　高齢者学級合同閉講式
　　　　　第2部　学級生ステージ発表
　　　　　　◦しゃくなげ学級　民舞、民謡、大正琴
　　　　　　◦塩沢趣味の教室　民踊、詩吟
⃝問合せ　社会教育課　生涯学習班　☎773－6610

豊田博さん講演会
より良いスポーツコーチングのために
～南魚沼市体育協会（競技力向上委員会）主催～

⃝日　時　11月6日㈯　19：00 ～ 20：30
⃝会　場　市民会館（多目的ホール）
⃝内　容　「より良いスポーツコーチングのために」
⃝講　師　豊田博さん
　　　　　（FIVBバレーボールアカデミー理事長）
⃝参加費　無料
⃝定　員　200人
�※�申込み不要、お誘い合わせのうえお越しください。
⃝問合せ　体育協会事務局
　　　　　（社会教育課生涯スポーツ係）
　　　　　☎773−6630

市民セミナー  男性チャレンジ教室
～父子で楽しくクッキング！～　　　　　

　お子さんと一緒に楽しく料
理を作ってみませんか。
　先着限定12組、お申し込
みはお早めに。
⃝日　時　12月5日㈰
　　　　　10：00 ～ 12：00
⃝会　場　塩沢公民館（2階、調理実習室）
⃝講　師　木村多美子 さん
⃝献　立　野菜た～っぷりサラダ巻・おやつ
⃝対　象　お父さんとお子さん（年長児以上）12組
⃝参加費　1組につき500円（当日集金）
⃝持ち物　エプロン、三角巾、マスク、ふきん、
　　　　　台ふきん
⃝申込み　中央公民館　☎773－6610
⃝主　催　社会教育課／
　　　　　男女共同参画推進市民会議子育て教育部会

市民セミナー  ヨガ体験講座
　ヨガで心身ともにリフレッシュしてみませんか。
　初心者大歓迎。多数のご参加をお待ちしています。

⃝日　時　11月24日㈬・26日㈮　13：30 ～ 15：00
　　　　　※両日、同じ内容の講座です。
⃝会　場　中央公民館（2階、和室）
⃝講　師　近野　彩 さん
⃝参加費　300円（当日集金）
⃝持ち物　フェイスタオル
⃝定　員　各16人（先着順）
⃝対　象　市内在住または在勤の方
⃝その他　動きやすい服装でおいでください
⃝申込み・問合せ　中央公民館　☎773－6610

大和地域体育施設の利用団体調整会議
⃝日　時　11月9日㈫　19：00 ～
⃝会　場　大和公民館（2階、大会議室）
⃝対　象　大和地域の体育施設
⃝調整期間　12月1日～ 3月31日
⃝問合せ　社会教育課　生涯スポーツ係
　　　　　☎773－6630

トレーニングルーム　マシン使用法講習会
⃝日　時　11月23日㈫祝日　12：00 ～ 13：30
⃝会　場　ディスポート南魚沼　トレーニングルーム
⃝定　員　10人（事前の申し込みが必要です）
⃝施設利用料　300円（定期券利用可）
⃝受講料　スポパラ会員、無料／非会員200円
　　　　　※�運動着・室内シューズ・タオルを用意し

てください。
⃝問合せ・申込み　南魚スポーツパラダイス
　　　　　　　　　☎773－3210

屋外体育施設　営業終了日
下記日程で、今年度の営業を終了します。
（注意：屋外トイレもご利用できません）

　①　大原運動公園　11月14日㈰　　
　②　サンスポーツランド　11月23日㈫祝日
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健
康
ひ
ろ
ば

保健課からのお知らせ　☎777−3850☎777−3850　保健課からのお知らせ

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、
風
邪
と
は
違
い

ウ
イ
ル
ス
が
原
因
で
起
こ
り
ま
す
。
風
邪

と
同
じ
よ
う
な
、
の
ど
の
痛
み
、
鼻
汁
、

咳
な
ど
の
他
に
、高
い
発
熱
（
38
度
以
上
）、

頭
痛
、
関
節
痛
、
筋
肉
痛
な
ど
の
全
身
症

状
が
突
然
現
れ
ま
す
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

は
流
行
性
が
あ
り
、
一
旦
流
行
が
始
ま
る

と
、
短
期
間
に
多
く
の
人
へ
感
染
が
広
が

り
ま
す
。

　

日
本
で
は
例
年
11
月
～
4
月
に
流
行
し

ま
す
が
、
近
年
で
は
、
5
月
の
連
休
過
ぎ

ま
で
の
発
生
報
告
も
あ
り
、
予
防
法
を
き

ち
ん
と
知
っ
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
も
あ
ま
り
聞
か

な
く
な
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、
な
く
な
っ

た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
季
節
性
と
同

じ
よ
う
に
再
流
行
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
を
予
防
す
る
方
法

①　
帰
宅
時
の
手
洗
い
、
う
が
い

②　
発
症
と
重
症
化
を
防
ぐ
予
防
接
種

③�　
室
内
の
乾
燥
を
避
け
適
度
な
湿
度
の

保
持

④　
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
（
栄
養
）

⑤　
十
分
な
睡
眠
（
休
養
）

⑥�　
流
行
時
に
は
人
混
み
へ
の
外
出
を
控

え
る
。
外
出
時
の
マ
ス
ク
着
用

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、
か
か
っ
て
い
る

人
の
く
し
ゃ
み
や
咳
、
痰
な
ど
で
吐
き
出

さ
れ
る
微
粒
子
（
飛
沫
） 

を
介
し
て
感
染

す
る
「
飛
沫
感
染
」
が
中
心
で
す
。
他
人

に
感
染
さ
せ
な
い
た
め
に
次
の
こ
と
を
心

が
け
ま
し
ょ
う
。

咳
や
く
し
ゃ
み
の
エ
チ
ケ
ッ
ト

◦�
咳
・
く
し
ゃ
み
の
際
に
は
テ
ィ
ッ
シ
ュ

な
ど
で
口
と
鼻
を
押
さ
え
、
他
の
人
か

ら
顔
を
そ
む
け
、
1
メ
ー
ト
ル
以
上
離

れ
る
。

◦�

鼻
汁
・
痰
な
ど
を
含
ん
だ
テ
ィ
ッ
シ
ュ

は
、
ふ
た
付
き
の
ご
み
箱
に
捨
て
る
。

◦�

咳
を
し
て
い
る
人
に
マ
ス
ク
の
着
用
を

促
す
。

◦�

マ
ス
ク
の
装
着
は
説
明
書
を
よ
く
読
ん

で
、
正
し
く
着
用
す
る
。（
ウ
イ
ル
ス

感
染
の
防
止
効
果
の
高
い
マ
ス
ク
も
開

発
さ
れ
て
い
ま
す
）

◦
予
防
接
種
を
受
け
ま
し
ょ
う

※�

昨
年
度
発
行
の
「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
に
備
え
て
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
の
Ｑ
&
Ａ

�

（
厚
生
労
働
省
Ｑ
&
Ａ
よ
り
抜
粋
）

今
年
度
は
希
望
さ
れ
る
す
べ
て
の
方

が
接
種
を
受
け
ら
れ
る
十
分
な
量
の

ワ
ク
チ
ン
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

あ
り
ま
せ
ん
。
希
望
さ
れ
た
方
ど
な

た
で
も
受
け
ら
れ
ま
す
。

時
間
が
た
つ
に
つ
れ
て
免
疫
の
強
さ

は
少
し
ず
つ
低
下
し
て
き
ま
す
。
そ

の
た
め
、
今
年
も
受
け
た
ほ
う
が
免
疫
力

は
高
ま
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

す
べ
て
の
方
が
重
症
に
な
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。
も
と
も
と
基
礎
疾
患

を
お
持
ち
の
方
、
妊
婦
の
方
は
健
康
な
成

人
よ
り
重
症
に
な
り
や
す
い
で
す
。

1
歳
未
満
の
お
子
さ
ん
は
接
種
し
て

も
免
疫
を
つ
け
る
こ
と
が
難
し
い
た

め
お
勧
め
し
ま
せ
ん
。
保
護
者
の
方
や
同

居
家
族
の
方
は
積
極
的
に
接
種
を
し
て
く

だ
さ
い
。

流
産
や
先
天
異
常
の
発
生
頻
度
が
多

く
な
っ
た
と
い
う
報
告
は
あ
り
ま
せ

ん
。
ま
た
、
母
乳
を
介
し
て
お
子
さ
ん
に

影
響
を
与
え
る
こ
と
は
な
く
、
授
乳
期
間

中
で
も
接
種
可
能
で
す
。

13
歳
未
満
は
2
回
、
13
歳
以
上
は
1

回
接
種
と
な
っ
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、

13
歳
以
上
の
方
で
基
礎
疾
患
が
あ
る
方
は

主
治
医
と
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

今
年
度
は
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と

季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
両
方
に
効

果
が
あ
る
ワ
ク
チ
ン
（
3
価
）
の
接
種
が

主
流
で
す
。

生
活
保
護
世
帯
と
市
民
税
非
課
税
世

帯
の
方
の
み
、
事
前
に
市
役
所
に
申

請
す
る
こ
と
で
無
料
で
受
け
る
こ
と
が
可

能
で
す
。（
65
歳
以
上
の
方
は
、
送
付
済

み
で
す
）

※�

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
は
、
市
報

10
月
1
日
号
（
21
ペ
ー
ジ
）
を
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
は
、

「
う
が
い
・
手
洗
い
・
マ
ス
ク
の
着
用
」
【問合せ】

保健課
☎777−3850

Q
ワ
ク
チ
ン
の
量
は
た
く
さ
ん
あ
る
の
？

AQ
優
先
順
位
は
あ
り
ま
す
か
？

AQ
昨
年
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の

ワ
ク
チ
ン
を
受
け
ま
し
た
が

今
年
も
接
種
が
必
要
で
す
か
？

AQ
ど
ん
な
人
が
受
け
た
ほ
う
が
良
い
の
？

AQ
1
歳
未
満
の
子
は
接
種
で
き
る
の
？

A

Q
妊
娠
中
だ
け
ど
接
種
し
て
も
大
丈
夫
？

AQ
何
回
接
種
す
る
の
で
す
か
？

AQ
今
年
も
新
型
と
季
節
性
の

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
を
別
々
に

受
け
な
い
と
い
け
な
い
の
で
す
か
？

AQ
昨
年
の
よ
う
に
費
用
の
助
成
制
度
は

な
い
の
で
す
か
？

A
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健
康
ひ
ろ
ば

☎777−3850　保健課からのお知らせ

⃝
日
時　
11
月
11
日
㈭

　
　
　
　

午
後
6
時
30
分
～
8
時
30
分

　
　
　
　
（
午
後
5
時
50
分
、
開
場
）

⃝
会
場　
市
民
会
館
（
多
目
的
ホ
ー
ル
）

⃝
内
容

第
1
部

　

ケ
ー
シ
ー
ズ
に
よ
る

　

お
笑
い
健
康
ト
ー
ク
シ
ョ
ー

　
「
背
伸
び
呼
吸
健
康
法
」

第
2
部

　

講
演
会
「
塩
分
減
ら
し
て
健
康
長
寿
」

　

講
師　

佐
藤　

万
成　

氏

⃝
参
加
費　
無
料

⃝
定
員　
3
0
0
人
（
先
着
順
）

⃝
締
切
り　
11
月
10
日
㈬

⃝
申
込
み　
電
話
か
F
A
X
（
氏
名
・
行

政
区
・
電
話
番
号
を
記
入
）

※�

詳
細
は
、
市
報
10
月
15
日
号
14
ペ
ー
ジ

と
10
月
15
日
号
と
同
時
配
布
の
折
り
込

み
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

『
麻
薬
・
覚
せ
い
剤
な
ど
に
は�

�

手
を
出
さ
な
い
！ 

出
さ
せ
な
い
！
』

　

麻
薬
、
覚
せ
い
剤
、

大
麻
、
シ
ン
ナ
ー
、

違
法
ド
ラ
ッ
グ
な
ど

の
薬
物
乱
用
は
そ
れ

を
乱
用
す
る
人
の
心

身
を
蝕
ん
で
、
死
に

至
ら
し
め
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、
薬
物
を
入
手
す

る
た
め
に
恐
喝
、
窃
盗
事
件
を
発
生
さ
せ
、

薬
物
乱
用
に
よ
る
幻
覚
・
妄
想
が
、
殺
人

や
放
火
な
ど
の
凶
悪
犯
罪
や
交
通
事
故
を

引
き
起
こ
す
可
能
性
が
あ
り
社
会
の
安
全

を
脅
か
し
ま
す
。

　

薬
物
の
使
用
は
、
芸
能
人
な
ど
の
特
別

な
世
界
に
住
む
人
だ
け
と
思
っ
て
い
ま
せ

ん
か
。

　

大
麻
で
検
挙
さ
れ
た
人
は
、
若
い
人
が

多
い
こ
と
が
特
徴
で
す
。
薬
物
依
存
症
は

〝
目
に
見
え
な
い
病
気
〟
で
す
。
罰
を
与

え
て
も
回
復
し
ま
せ
ん
。
麻
薬
や
覚
せ
い

剤
に
は
手
を
出
さ
な
い
、
出
さ
せ
な
い
こ

と
が
大
切
で
す
。

　

南
魚
沼
保
健
所
で
女
性
を
対
象
と
し
た

健
康
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。
女
性
の
産

婦
人
科
医
師
が
個
別
に
相
談
に
応
じ
ま
す
。

相
談
例

　

思
春
期
か
ら
更
年
期
の
心
と
か
ら
だ
の

こ
と
、
妊
娠
や
避
妊
・
不
妊
に
関
す
る
こ

と
、
婦
人
科
の
病
気
の
こ
と
な
ど

⃝
日
時　
11
月
16
日
㈫

　
　
　
　

午
後
2
時
30
分
～
4
時

⃝
会
場　
南
魚
沼
保
健
所

�

〔
六
日
町
6
2
0

│

2
〕

⃝
相
談
担
当
医

　

た
か
き
医
院�

高
木
成
子 

先
生

�

（
産
婦
人
科
医
師
）

⃝
締
切
り　
11
月
8
日
㈪

※
相
談
は
予
約
制
で
す
。

⃝
次
回
の
開
催
予
定

　

平
成
23
年
2
月
22
日
㈫

　

眠
れ
な
い
、
不
安
、
閉
じ
こ
も
り
が
ち
、

更
年
期
の
せ
い
か
気
持
ち
が
沈
む
、
お
年

寄
り
の
も
の
忘
れ
、
認
知
症
な
ど
な
ど
…
。

　

そ
の
よ
う
な
悩
み
を
お
持
ち
の
方
、
ま

た
は
そ
の
ご
家
族
の
方
な
ど
に
、
専
門
医

（
精
神
科
）
が
ご
相
談
に
応
じ
ま
す
。
プ

ラ
イ
バ
シ
ー
は
守
ら
れ
ま
す
。（
予
約
を

お
願
い
し
ま
す
）

⃝
日
時　
11
月
9
日
㈫

　
　
　
　

午
後
1
時
30
分
～
4
時

⃝
会
場　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
南
魚
沼

12月12日㈰《全血》
10：00 ～ 11：45、13：00 ～ 15：30
　　　　　　　　　ジャスコ六日町店

12月15日㈬《全血》
9：30 ～ 10：30　日東工場㈱六日町工場

11：30 ～ 12：30　㈱セイタン
14：00 ～ 16：00　㈱関越イワサキ

【 献血】
【問合せ】保健課　☎777−3850

【
問
合
せ
】　
保
健
課

�

☎
7
7
7

－

3
8
5
0

【
問
合
せ
】　
保
健
課

�

☎
7
7
7

－

3
8
5
0

�

7
7
7

－

3
7
2
1

麻
薬
・
覚
せ
い
剤

乱
用
防
止
運
動

10
月
1
日
～
11
月
30
日

い
き
い
き

健
康
づ
く
り
講
演
会

【
申
込
み
・
問
合
せ
】

　
地
域
振
興
局　
地
域
保
健
課

�

☎
7
7
2

│

8
1
3
7

女
性
の
健
康
相
談
会

無
料
相
談
、
秘
密
厳
守

【
予
約
・
問
合
せ
】

　
地
域
振
興
局　
地
域
保
健
課

�

☎
7
7
2

│

8
1
3
7

心
の
健
康
相
談
会
無
料

みなさまのご協力をお願いします
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　南雲勇さんは平成11年6月か
ら、人権擁護委員を務められ、
柔和で温厚な人柄で多くの信望
を集め、人権相談や地域におけ
る人権啓発活動など、意欲的に
多方面で活躍されてきました。
10月5日、この永年の功績が認
められ法務大臣表彰を受賞され
ました。

　私たちは、生まれながらにして人権を持っています。
人権擁護委員は、いじめや差別などにより、この大切
な権利が侵されたときの身近な相談相手です。

【問合せ】　市民課　市民係　☎773−6661

　10月13日、行政相談委員の
青木孝さんが、総務大臣表彰を
受賞されました。総務大臣の委
嘱を受けた行政相談委員は、国
の行政に対する様々な苦情や要
望などの相談を受け、助言や関
係行政機関に対する通知などを
行っています。
　青木さんは、温厚篤実な人柄

と豊富な知識・経験により、地域住民のよき相談相手
として、平成11年4月から11年余りの行政相談委員
としての活動が認められ表彰されました。

【問合せ】　総務課　防災庶務班　☎773−6660

　9月29日、明治記念館（東京都）で平成22年全国
地域安全運動中央大会（主催:財団法人全国防犯協会
連合会、警察庁）が開催されました。この大会で市内
の天王町防犯委員会の皆さんが防犯功労団体として表
彰されました。天王町防犯委員会は、昭和59年に結成。
警察と連携し地域安全情報の提供、夜間の安全パト
ロールなどの活動を積極的に展開されている地域防犯
組織の模範団体です。

【問合せ】　総務課　防災庶務班　☎773−6660 

天王町防犯委員会の皆さんが
表彰されました
全国地域安全運動中央大会
～防犯功労団体～

青木行政相談委員、
総務大臣表彰を受賞

南雲人権擁護委員、
法務大臣表彰を受賞

交通安全教育用信号機を
寄贈いただきました

　9月29日、市内在住の常山吉之助さん、トシ子さん、
和田マサエさん、井口ミヨノさん、群馬県みなかみ町
真庭信次さんから手作りの交通安全教育用信号機を寄
贈いただきました。南魚沼市の交通安全教育に活用さ
せていただきます。ありがとうございました。

【問合せ】　環境交通課　☎773−6666

美佐島学校町線
11/15 ～26終日車両通行止め

【問合せ】　建設課　維持管理係　☎773−6674

迂回路

工事箇所

交通規制区間

北辰小学校

六日町高校

⃝ご厚意に感謝します
◦�新潟県建設業協会六日町支部様から自動体外式

除細動器（AED）2台をご寄付いただきました。
・�東北電力㈱魚沼営業所様から、蛍光街路灯84

灯、ナトリウム街路灯4灯をご寄贈いただきま
した。

◦�雪国演芸友の会様から100,000円をご寄付
いただきました。

◦�大和商工会様から50,000円をご寄付いただ
きました。

◦�松崎勇人様から50,000円をご寄付いただき
ました。

� みなみうおぬま
ニュースプラザ
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◆遠藤文夫 様〔仲　　町〕…………………� 消防団員
◆湯本　正 様〔天 王 町〕…………………� 消防団員
◆鈴木　勝 様〔沢　　口〕…………………� 消防団員
◆鈴木直樹 様〔天 野 沢〕…………………� 消防団員
◆今井久美 様〔津 久 野〕…………………� 消防団員
◆池田隆良 様〔荒　　金〕…………………� 消防団員
◆富田敏朗 様〔中　　子〕…………………� 消防団員
◆貝瀬慶司 様〔小 松 沢〕…………………� 消防団員
◆罇　孝雄 様〔飯 綱 町〕…………………� 消防団員
◆今井徳治 様〔万　　条〕…………………� 消防団員
◆田鍋明文 様〔山　　口〕…………………� 消防団員
◆（故）田中一夫 様〔舞　　子〕　…………� 消防団員
◆平賀勝治 様〔仙　　石〕………………� 交通指導員

～ 9月20日㈪敬老の日、表敬訪問した7人の方を紹介します～

【問合せ】
　福祉課　高齢福祉係
� ☎777－3112星野ヤスさん〔上野〕

熊木ウメノさん〔樺野沢〕

鈴木忠作さん〔上大月〕

牛木キクイさん〔本町〕

井口シゲノさん〔境川〕

田村タマイさん〔五郎丸〕 今成トシヨさん〔大和町1丁目〕

100歳おめでとうございます

～10月1日、市の表彰条例に基づき19人の方を表彰しました。表彰をされたのは次の方々です～

◆関　雅彦 様〔穴地新田〕………………� 交通指導員
◆関　久男 様〔早　　川〕……………� 体育指導委員
◆志太　誠 様〔芹　　田〕……………� 体育指導委員
◆飯塚文雄 様〔泉 盛 寺〕……………� 体育指導委員
◆須貝　完 様〔学校町１〕…………………� スポーツ

（アルペンスキー全国大会優勝）
◆石田　旭 様〔浦佐上町〕�生活基盤ボランティア活動

　受章おめでとうございます。皆さま20年以上の長
きにわたり、市政の進展、消防、交通安全活動、生涯
スポーツの推進、地域公園管理にご尽力いただいた功
績、スポーツは全国大会優勝の功績によるものです。
� 【問合せ】　企画政策課　秘書係　☎773−6672

南魚沼市表彰式
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11/
3 ㈬

祝日

内科
9：00〜16：00 休日救急診療所 773−6688

18：00〜翌朝6：00 ゆきぐに大和病院 777−2111

外科
9：00〜16：00 休日救急診療所 773−6688

18：00〜翌朝6：00 ゆきぐに大和病院 777−2111

6 ㈯ 内科
12：00〜18：00 風間内科医院 782−6688
18：00〜翌朝6：00 六日町病院 772−7111

外科 12：00〜翌朝6：00 六日町病院 772−7111

7 ㈰
内科

9：00〜16：00 休日救急診療所 773−6688
18：00〜翌朝6：00 六日町病院 772−7111

外科
9：00〜16：00 休日救急診療所 773−6688

18：00〜翌朝6：00 六日町病院 772−7111

13 ㈯ 内科
12：00〜18：00 萌気園二日町診療所 778−0088
18：00〜翌朝6：00 ゆきぐに大和病院 777−2111

外科 12：00〜翌朝6：00 ゆきぐに大和病院 777−2111

14 ㈰
内科

9：00〜16：00 休日救急診療所 773−6688
18：00〜翌朝6：00 ゆきぐに大和病院 777−2111

外科
9：00〜16：00 休日救急診療所 773−6688

18：00〜翌朝6：00 ゆきぐに大和病院 777−2111

20 ㈯ 内科
12：00〜18：00 中澤医院 773−3211
18：00〜翌朝6：00 六日町病院 772−7111

外科 12：00〜翌朝6：00 六日町病院 772−7111

21 ㈰
内科

9：00〜16：00 休日救急診療所 773−6688
18：00〜翌朝6：00 六日町病院 772−7111

外科
9：00〜16：00 休日救急診療所 773−6688

18：00〜翌朝6：00 六日町病院 772−7111

ご意見・ご要望をお寄せください。 南魚沼市　意見 　 kouhou@city.minamiuonuma.lg.jp

市報に掲載する人名は差し支えのない限り、常用漢字表の適用字体を用いています。
この広報紙は資源保護のため、再生紙を使用しています。
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「親子での遊び」「子育ての仲間同士の情報交換」
「育児相談」などにご利用ください。
【問合せ】　子育て支援センター　☎777−3113

◦時間　9：30〜15：30
「広い所で遊ぼう」開催日午後の「ほのぼの広場」は、
各地区★印の会場で開催します。
★大和会場：大和庁舎　3Ｆ
毎週 月・火・木曜日

●11月9日㈫　9：30〜11：30
　「広い所で遊ぼう」　会場：うるおいの里みよう
●11月11日㈭　14：30〜
　支援講座　内容：「子どもの健康」　講師　保健師
★六日町会場：ふれ愛支援センター　2Ｆ
毎週 月〜金曜日

●11月8日㈪　14：30〜
　支援講座　内容： 「子どもの健康」　講師　保健師
★塩沢会場：塩沢庁舎　北棟2Ｆ
毎週 火・水・金曜日

●�「広い所で遊ぼう」は会場の都合で、11月から4月までお
休みです。

※どの会場にも参加できます。※申し込みは不要です。
※保険料として1人10円が必要です。

11・12月
日にち 予定行事名など 時間・会場など

11/12㈮ 乳幼児親子おはなしの
会「えほんであそぼ」

10：00〜11：30
大和公民館

13㈯ 「ＩＵＪで世界一周2010」
国際大学・南魚沼市共催

13：00〜17：00
国際大学

25㈭ 第11回
　農業委員会総会

9：30〜 
大和庁舎旧議場

29㈪ 市議会
　第2回臨時会（予定）

9：30〜
本庁舎議場

30㈫ 固定資産税・都市計画税（3期）、国民健康
保険税（6期）の納期限日（口座振替日）

のカレンダー

行政
困りごと
相談日

11月 8日㈪　13：30～16：00　�働く婦人の家〔浦佐〕
11月24日㈬　14：00～16：00　本庁舎
12月 3日㈮　13：00～16：00　塩沢老人福祉センター
【問合せ】　総務課　防災庶務班　☎773－6660

　

昭
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迷
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恐
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【問合せ】　医療対策室　☎773−6706
（ウェブサイト版　 南魚沼市　救急医療 ）

11月3日
� ➡21日救急医療当番

◎休日救急診療所の所在地
　市役所本庁舎となり
� 南魚沼市保健センター内
　☎773−6688
　（日曜・祝日のみ）
◎�脳神経外科の休日救急医療
　土曜の正午〜翌朝6時と日
曜・祝日の午前6時〜翌朝6
時は、齋藤記念病院　☎773
−5111で診療しています。
★�消防本部のテレホンガイド
　�☎782−1991で、その週の当番を確認

することができます。

※携帯サイトの救急医療当番はこちらから➡

南魚沼市携帯サイト

ほのぼの広場

JR六日町駅
東口

市役所
本庁舎

休日救急
診療所

公園

周辺地図

南魚沼
市役所前

六日町

Ⓟ


